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しかし、 2001 年に成立した新法である MURCEF 法により、官公庁契約法典に基づいてなされる契約は行政契約
とすると規定された。これにより、裁判管轄も行政裁判所に一元化されるというメリットが得られること、および官
公庁契約が一般的に行政化されることになると指摘されうる。本論文は、このような新法の動きを詳細に分析し、そ
の意義と問題点を指摘する。
このような分析に基づき、本論文は、フランス行政契約論がわが国の行政契約論に対してどのような意義があるの
か、あるいは示唆を与えうるのかについて考察し、一方的解除権など、積極的に導入する意義のあることを指摘して
いる。
以上の内容の本論文は、わが国においては、未だ上記の MURCEF 法との関連でフランスの行政契約の研究をした
業績がないことから、大きな学問的価値を有するものとなっており、それゆえわが国の学界にも大きな貢献をしてい
ることが認められ得る。以上の理由により、本論文は博士(法学)の学位を授与するのに充分な価値を有するものと
認定する。
-202-
